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来年秋開業！市内にも22年ぶりに新駅が誕生�

つくばエクスプレスはここがすごい�
　来年秋に東京・秋葉原と茨城・つくば間開業予定で工事の進む
つくばエクスプレス。市内では「柏の葉キャンパス」駅と「柏た
なか」駅が誕生します。さて、最新の技術とアイデアに満ちた新
鉄道には、どのような工夫が施されているのでしょうか。�

　108年前、もし柏駅がつくられていなかったら、今日の柏の街の
繁栄はなかったかもしれません。実は常磐線の計画時点では、柏を
う回するルートも検討されていたそうです。幸運にも田畑や牧ばか
りの未開の地に柏駅がつくられたこと、野田からの貨物輸送線が常
磐線に接続するために柏まで引かれたこと…交通の要衝としての柏
の発展はこのときに運命付けられていたのかもしれません。しかし、
このチャンスを確実に生かして街を発展させてきた原動力は、いつ
の時代でも「市民の強い力」であったことは間違いないでしょう。�
　次の50年の始まりの年、つくばエクスプレスが開業します。新鉄
道は私たちに果たしてどんな夢を乗せてきてくれるのでしょうか。�

●最高速度130km／hで運転�
　首都圏を走る鉄道の中で（新幹線を除いて）、最も速く走る列
車となります。�
●自動列車運転装置（ATO）によるワンマン運転�
　ボタン1つで発車し、自動で停車します。そのため運転からド
ア開閉まで乗務員1人で行うことができます。�
●全駅全ホームに「可動式ホーム柵」を導
入�

　ホーム上の安全のため、列車のドアと連
動して開閉する柵（さく）が設置されます。�
●秋葉原から順に01・02…と駅番号を付け、
車内やホームの案内板に表示�
　「柏の葉キャンパス」は13番、「柏たな
か」は14番です。�
●バリアフリーに配慮した「ユニバーサル
デザイン」をあらゆるところに採用�

　車いすのかたが利用しやすいように段差
の少ない乗降口や幅の広い自動改札口、大
型エレベーターなどが採用されます。�
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全国で初めて自動改札機が置かれたのは柏
駅である�
東武野田線柏駅は昔、常磐線をはさんで野
田方面と船橋方面のホームが離れていた�
手賀沼電鉄というものが存在した�
東武野田線にも、「北柏駅」があった�
市制施行（昭和29年）当時、常磐線には
まだ蒸気機関車が走っていた�
常磐線快速電車はできた当初から柏駅に停
車していた�
柏駅の近くに東口と西口をつなぐ踏み切り
があった�
市制施行後にできた駅は南柏駅と新柏駅で
ある�
市内にはまだ単線の区間がある�
常磐線快速でおなじみの車体が青緑色の電
車は、今はもう走っていない�

YesかNoで答えてね！�

答え　Ｑ1＝Yes（昭和47年に試
験的に導入されるも不具合が多
く、本格採用には至りませんで
した）Ｑ2＝Yes（昭和5年に連絡
線が開通＝上の年表参照）Ｑ3＝
No（昭和4年に手賀沼への観光客
誘致のために日暮里～土～我孫子間の計画を申請したそうで
すが、翌年常磐線との競合を理由に却下されてしまいました）
Ｑ4＝Yes（昭和8年に「柏競馬場前」駅として柏～豊四季間
に開設。競馬場がなくなってから、「北柏」駅に改称され昭
和20年までの2年間営業しました）Ｑ5＝Yes（成田線から来
る蒸気機関車が昭和40年代まで走っていました）Ｑ6＝No（快
速ができて1年ほどたってから。鉄道史参照）
Ｑ7＝Yes（開かずの踏み切りと呼ばれた旭
町の大踏切＝別掲「地元人は語る」参照＝
など）Ｑ8＝No（北柏駅と新柏駅。上の年
表参照）Ｑ9＝Yes（逆井～高柳間）Ｑ10＝
No（昭和40年から39年間走り続けた103系。
あと1編成残っていますが、お別れも近いこ
とでしょう。長い間お疲れ様でした！）�

柏
の
50
年
〜
鉄
道
編

都
心
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
、
ま
た
県
北
部
や
茨
城
県
か
ら
も
人
が
集
ま
る
商
業

都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
、
柏
市
。
そ
の
発
展
は
、

市
中
心
部
で
交
差
す
る
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
と
東
武
野
田
線
が

多
く
の
人
を
運
ん
で
き
た
お
か
げ
で
あ
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
今
月
の
市
制
五
十

周
年
特
集
で
は
、
私
た
ち
の
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な

ど
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
足
、
柏
の
鉄
道
に
つ
い
て
、

そ
の
歩
み
を
五
十
年
の
枠
を
超
え
て
、
初
め
て
レ
ー
ル

が
敷
か
れ
た
明
治
の
こ
ろ
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。

豊四季駅�

柏の葉�
キャンパス駅�

柏たなか駅�

柏駅�

南柏駅�

北柏駅�

新柏駅�

増尾駅�

逆井駅�

昭和46年4月20日開設�
1日の乗降客数＝52,042人�

昭和58年7月21日開設�
（現在市内で一番新しい駅）�
1日の乗降客数＝18,066人�

大正12年12月27日開設�
1日の乗降客数＝14,618人�

昭和8年7月29日開設�
昭和60年まで単線ホームだった�
1日の乗降客数＝14,041人�

明治44年5月9日開設�
平成15年2月には南北自由通路
が完成�
1日の乗降客�
数＝17,724人�

昭和28年10月1日開設�
東口駅前広場が昨年10月に完成�
1日の乗降客数＝57,066人�

明治29年12月25日開設、野田線は明治44年
から。昭和31年に西口が開設され、国鉄（当
時）と東武線が跨（こ）線橋で結ばれた。
平成4年4月には東武、平成11年4月にはＪ
Ｒの南口が開設�
1日の乗降客数＝459,921人（ＪＲ＋東武）
でこれは県内1位�

※1日の乗降客数は平成14年度。
なおＪＲは乗車客数×2

　昭和36年から逆井駅前で時計店を
営んでいます。昔はこの辺りも人が
少なかったので、乗る人の顔はだい
たいわかりましたよね。単線ホームは
止まっている電車が上りか下りか分か
らないので、よく改札の駅員さんが行き
先を案内していました。でも橋を渡らずに柏に
も船橋にも行けましたので、今思えば便利でしたよ。 

アイスも溶ける長～い踏切�

単線ホームもまた良し…�

つくばエクスプレス�
（平成17年秋開業予定）�

ＪＲ
常磐
線�

東武野田線�

� 

� 

物語はこれから！�

　柏駅西口の「旭町の大踏切」があっ
た場所の近くに住んでいます。市川
と流山を結ぶ県道が横切っていました。
踏切のおかげで当時は東口との交流
も盛んでしたね。国鉄・東武に加えて
貨物線もあったので線路

数が多く、遮断機の間は
50メートル位あったでしょうか。
なんてったって渡り切るまでにア
イスキャンデーも溶けちゃうんで
すから（笑）。�
※旭町の大踏切は常磐線の複々線化
に伴い、昭和47年に廃止されました�

昭
和
45
年
か
ら
駅
前
の
再
開

発
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
常

磐
線
の
複
々
線
化
に
つ
い
て
は

昭
和
46
年
３
月
ま
で
に
快
速
停

車
を
前
提
と
し
た
二
面
ホ
ー
ム

の
実
現
を
目
標
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
の
国
鉄
に
は
全
く

聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
柏
駅
は
乗
降
客
数
や
将

来
性
と
い
う
点
で
は
申
し
分
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
松
戸
や
我

孫
子
に
比
べ
て
優
先
度
は
低
く

見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
昭

和
46
年
４
月
に
複
々
線
は
完
成

し
ま
し
た
が
、
快
速
が
止
ま
ら

な
く
て
は
駅
前
も
再
開
発
す
る

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
上
野
や

日
本
橋
に
出
て
い
た
買
い
物
客

の
八
〜
九
割
を
柏
で
止
め
た
か

っ
た
の
で
す
。
当
時
の
山
澤
市

長
な
ど
が
必
死
の
陳
情
を
行

い
、
何
と
か
翌
年
二
面
ホ
ー
ム

は
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
通
勤
・
通
学
者
の
利
便
性
が

向
上
す
る
と
と
も
に
、
東
口
の

再
開
発
に
拍
車
が
か
か
り
、
現

在
の
商
業
都
市
・
柏
の
礎
と
な

っ
た
の
は
事
実
で
す
。

人
と
車
を
分
離
し
て
歩
行
者

の
安
全
を
確
保
し
、
橋
上
駅
舎

と
周
辺
ビ
ル
を
直
結
さ
せ
広
場

的
要
素
を
持
た
せ
た
ダ
ブ
ル
デ

ッ
キ
は
、
当
時
全
国
で
は
例
が

無
か
っ
た
た
め
、
建
設
省
の
計

画
決
定
を
も
ら
う
た
め
に
心
血

を
注
い
だ
も
の
で
す
。
月
に
二

十
日
は
資
料
を
携
え
て
霞
が
関

ま
で
通
い
、
担
当
者
の
理
解
を

も
ら
う
た
め
に
説
明
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
仕
事
は
毎
日
深
夜

に
ま
で
及
び
、
休
日
も
ほ
と
ん

ど
な
く
激
務
が
続
き
ま
し
た

が
、
担
当
者
全
員
が
若
か
っ
た

の
で
ス
タ
ミ
ナ
で
乗
り
き
れ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。

「
駅
前
で
は
な
く
、
街
を
つ

く
る
ん
だ
」
│
│
た
だ

の
横
断
歩
道
で
は
な
く

「
い
こ
い
の
広
場
」
に

す
る
た
め
に
は
、
ダ
ブ

ル
デ
ッ
キ
で
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
今
の
デ
ッ
キ
の
に

ぎ
わ
い
を
見
る
と
感
慨

深
い
で
す
ね
。

地
元
の
か
た
の
協
力

が
あ
っ
て
の
再
開
発
事

業
だ
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
と
き
の
厳
し
い
経

験
が
後
の
南
口
開
設
の

と
き
に
も
生
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

橋
上
駅
舎
が
生
ん
だ
全
国
初
の

ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ

前
柏
市
収
入
役

吉
野
　
勇
さ
ん

昭和48年10月のデッキオープン時。アドバルーンも

初
め
て
見
る
自
動
改
札

機
に
熱
い
視
線
が
…

市民、企業と市が一体となって要
望したJR柏駅南口の開設。本多
市長も募金活動の先頭に

柏駅西口の今・昔（昭
和47年）

話
は
百
年
前
か
ら
…

初
め
て
柏
に
鉄
道
が
通
っ
た

の
は
、
今
か
ら
百
八
年
前
の
明

治
29
年
。
日
本
初
の
鉄
道
が
新

橋
〜
横
浜
間
で
開
通
し
た
明
治

５
年
か
ら
二
十
四
年
後
の
こ
と

で
し
た
。
東
京
・
田
端
〜
茨
城

・
土
浦
ま
で
が
開
通
し
、
県
内

に
は
松
戸
駅
・
我
孫
子
駅
と
合

わ
せ
て
柏
駅
が
現
在
の
位
置
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
二
年
後
に

は
宮
城
県
の
岩
沼
ま
で
延
伸

し
、
今
の
常
磐
線
の
原
型
は
こ

の
と
き
に
完
成
し
ま
し
た
。

当
時
の
柏
駅
は
ま
だ
単
線

で
、
寂
し
い
駅
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
複
線
化
は
明
治
45
年
、
電

車
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
24
年

に
な
っ
て
か
ら

で
し
た
。
昭
和

28
年
に
は
常
磐

線
二
つ
目
の
駅

と
し
て
南
柏
駅

が
開
業
し
て
い

ま
す
。
一
方
、

東
武
野
田
線
は

野
田
の
醤
（
し

ょ
う
）
油
工
場

の
貨
物
輸
送
を

主
目
的
に
明
治

44
年
に
県
営
軽
便
鉄
道
柏
〜
野

田
町
間
が
、
大
正
12
年
に
は
北

総
鉄
道
柏
〜
船
橋
間
が
開
通
、

昭
和
８
年
ま
で
に
、
豊
四
季
駅

・
増
尾
駅
・
逆
井
駅
が
順
次
開

業
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が

柏
市
が
で
き
る
前
ま
で

の
お
話
で
す
。

悲
願
・
念
願
の
快

速
停
車

昭
和
29
年
に
市
制
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
の
昭

和
30
・
40
年
代
は
高
度

経
済
成
長
時
代
。
市
内

に
次
々
と
団
地
が
建
設

さ
れ
、
人
口
も
う
な
ぎ

上
り
に
増
え
た
時
代
で

す
。
鉄
道
の
輸
送
力
も

追
い
つ
か
な
く
な
り
、
昭
和
30

年
に
一
日
平
均
二
万
人
程
度
だ

っ
た
柏
駅
の
乗
降
客
数
は
、
昭

和
40
年
に
は
十
二
万
人
に
な

り
、
昭
和
50
年
に
は
二
十
六
万

人
に
ま
で
膨
れ
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
輸
送
力

増
強
を
と
、
昭
和
46
年
４
月
20

日
、
都
心
へ
の
も
う
一
つ
の
ア

ク
セ
ス
と
し
て
、
常
磐
線
は

複
々
線
化
さ
れ
、
地
下
鉄
千
代

田
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ
が
始

ま
り
ま
し
た
（
写
真
右
）。

と
こ
ろ
が
、
新
し
い
線
路
に

ホ
ー
ム
は
作
ら
れ
ず
、
そ
れ
ま

で
あ
っ
た
上
野
行
き
が
快
速
と

し
て
柏
駅
を
通
過
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
市
民
は
大
混

乱
！
当
時
の
山
澤
市
長
は
「
広

報
か
し
わ
」
の
中
で
「
私
の
責

任
に
お
い
て
何
が
何
で
も
快
速

は
停
め
て
み
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
実
現
し
な
い
こ

と
に
な
っ
た
ら
私
の
政
治
生
命

は
終
り
で
あ
る
」
と
語
り
、
そ

の
後
何
度
も
国
鉄
（
当
時
）
と

か
け
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
執
念

が
実
り
、
国
鉄
は
用
地
と
工
事

費
の
地
元
負
担
を
条
件
に
ホ
ー

ム
設
置
を
承
認
、
翌
47
年
10
月

２
日
に
快
速
停
車
が
実
現
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
の
市
民
の
喜

び
は
大
き
く
、
柏
駅
前
で
は
夜

遅
く
ま
で
の
お
祭
り
騒
ぎ
が
数

日
続
い
た
そ
う
で
す
。

通
勤
地
獄
と
の
戦
い

そ
の
後
一
部
し
か
止
ま
ら
な

か
っ
た
中
距
離
電
車
が
全
部
止

ま
る
よ
う
に
な
り
、
十
五
両
編

成
の
電
車
が
増
え
る
な
ど
、
輸

送
力
の
増
強
策
は
講
じ
ら
れ
る

も
の
の
、
増
え
続
け
る
人
口
に

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
混
雑
は
一
向

に
緩
和
さ
れ
ず
、
柏
駅
で
は

「
尻
押
し
部
隊
」
ま
で
も
が
登

場
（
写
真
左
）。
昭
和
57
年
に

は
、
当
時
の
沼
田
千
葉
県
知
事

が
混
雑
率
二
五
〇
％
の
朝
の
常

磐
線
に
体
験
乗
車
し
、
そ
の
ひ

ど
さ
を
国
鉄
な
ど
に
陳
情
し
て

い
ま
す
。
平
成
10
年
に
は
、
人

が
あ
ふ
れ
て
危
険
だ
っ
た
常
磐

快
速
線
の
ホ
ー
ム
が
二
メ
ー
ト

ル
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
（
写
真

右
）。
昭
和
50
年
代
か
ら
検
討

さ
れ
て
き
た
待
望
の
常
磐
新

線
＝
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

は
、
い
よ
い
よ
来
年
秋
開
業
。

市
内
に
も
二
十
二
年
ぶ
り
に
新

駅
「
柏
の
葉
キ
ャ

ン
パ
ス
」
と
「
柏

た
な
か
」
が
誕
生

し
ま
す
。
通
勤
地

獄
の
救
世
主
と
な

る
か
、
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

明治29年�
�

　　44年�
�

45年�
大正12年�

�
昭和  4年�

5年�
8年�

　　19年�
22年�
23年�
24年�

　　28年�
　　31年�
　　46年�

　　�
　　47年�
　　51年�

�
　　55年�
　　57年�

�
　　58年�
平成   4年�

10年�
11年�
17年�

常磐線（当時は日本鉄道株式会社土浦線、明治39年
から国鉄）田端～土浦間が開通、柏駅開設�
県営軽便鉄道柏～野田町間（野田線）が開通、豊四
季駅開設�
常磐線北小金～我孫子間が複線化�
北総鉄道株式会社柏～船橋間（船橋線）が開通、増
尾駅開設�
野田線柏～清水公園間が電化�
連絡線の完成で船橋線が野田線に直通運転�
逆井駅が開設�
野田線・船橋線が東武鉄道に合併�
東武船橋線柏～船橋間が電化�
東武鉄道、野田線・船橋線を総称し、野田線に�
常磐線松戸～取手間が電化�
南柏駅が開設�
柏駅西口が開設�
常磐線の複々線化工事が完了。地下鉄千代田線との
相互乗り入れを開始し、同時に北柏駅が開設�
常磐線柏駅に2つ目のホームが完成し快速が停車�
近隣8市町、常磐新線の早期着手を国鉄に陳情する
ことを決める�
常磐線中距離電車が柏駅に全面停車�
沼田県知事が混雑率250％の朝の常磐線に体験乗車。
混雑緩和の陳情書を国鉄などに提出する�
東武野田線新柏駅が開設�
東武柏駅ビルが完成、南口開設�
常磐快速線ホームが2メートル拡幅�
JR柏駅南口が開設�
つくばエクスプレス開業。市内に2駅開設（予定）�
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市
内
を
走
る
Ｓ
Ｌ
（
昭
和
30
年
代
）

昭和46年、常磐線は複々線になったが…

か
つ
て
は
こ
ん
な
光
景
も
あ
り
ま
し
た

現在の快速線ホーム。
矢印から左が拡幅部分

今はあとかた
もない踏切跡

ホームが1つ
だった逆井駅
（昭和60年）

あ
と
一
編
成
。
乗
れ
た

ら
い
い
こ
と
あ
る
か
も

柏駅東口の今・昔（昭和46
年ごろか）

特
集

乗降口に傾斜を付
け、車いすで乗車
しやすい乗降口


